
 

 

 

 

 

 
 
 
 

互いに輝く西根小学校大運動会 
 

９月１７日（土）、ＰＴＡ執行部の皆様のご協力をいただきながら、令和４年度西根小学校大運動会

を開催しました。今年もご来賓の皆様をご案内できませんでしたが、子供たちの走りや応援が、子供た

ちの元気が、西根地区すみずみまで届く、そんな運動会であってほしいと願いながら、開催しました。

当日までの一週間は天候にも恵まれ、「全力 気力 団結 互いに輝く運動会」のスローガンのもと、

赤組、白組ともに、心一つに練習を積み上げてきました。 

 ８０ｍ走、１００ｍ走、５０ｍハードル走の子供たちが全力で駆け抜けていく姿があり，団体競技の

３・４年生の「棒取り合戦」、１・２年生の「まり入れ」、５・６年生の「Ａ・ＲＡ・ＳＨＩ ２０２２」

では、作戦やチームワークを大切に、とても見ごたえのある競技になりました。さらに、力の入ったリ

レー、そして、応援合戦。両軍、力いっぱい見事な出来栄えで、涙と感動のある運動会になりました。 

 しかし、運動会は当日だけのものではありません。これまで子供たちは、運動会練習、係活動、応援

練習等を通して、自分の目標や課題を考え、達成または解決するための考えを出し合い、合意形成を図

ったり意思決定をしたりすることを大切に取り組んできました。 

組頭、副組頭、応援団長、副応援団長、応援団員の見事なチームワーク。熱い応援。本部係の様々な

計画と運営、スローガン作成、運動会だより「はやま」。会場係のポスター、見事なラジオ体操。装飾

係の応援用具、絵・文字看板は素晴らしい出来栄えでした。また、励まし合いながら、リレーや応援練

習などに取り組む姿。低学年をお世話する姿、お互いを認め合う応援の姿、自分の担当の時だけでなく

グラウンド整備に自分から取り組む姿。 

さらに、そんながんばりを「あったかの木」に書いていた子供たちもいました。西根小学校の子供た

ちの大きく成長した姿が表れたと思います。これからの学校生活、勉強だけでなく、親善陸上大会、学

習発表会、さらに毎日の生活に生かしてほしいと思います。 

 西根地区の皆様、ＰＴＡ執行部の皆様、保護者の皆様、おかげさまで、子供たち一人一人が輝く素晴

らしい運動会ができました。誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        応援合戦（赤組）               応援合戦（白組） 

「刻歩極頂」（こくほきょくちょう） 一歩一歩の歩みを大切に 頂上にたどり着く 
長井市初代名誉市民 孫田 秀春 博士 揮毫 

長井市立西根小学校 

学校だより第１０号 

令和４年９月２８日 

 



 

 

 

 

1 土  11 火 いなほ号 21 金  

２ 日  12 水  22 土  

3 月 保護者面談➂ 13 木  23 日  

4 火 就学時健康診断 14 金 クラブ（３年生見学） 24 月  

5 水 保護者面談➃ 15 土  25 火 ハイパーＱＵテスト 

6 木 持久走大会 保護者面談➄ 16 日  26 水 尿検査 

7 金 通知表配付 17 月 学習発表会特別日課開始 27 木  

8 土  18 火  28 金 ＰＴＡ執行部会 

9 日 縄文まつり 

県 PTA研修大会 

19 水  29 土 学習発表会 

西根地区文化祭 

10 月 スポーツの日 20 木 午前授業（先生方の研修

会のため） 

30 日  

      31 月 10／29振替休業日 

＜ミニコラム＞ 子供の心とことばを育てるために（その４） 

「お花きれいだね」 
 先日、ある親御さんの子育て体験発表をお聞きして、心打たれる思いがしました。 

「時には、思い通りに気持ちが伝わらなくなって、疲れてイライラして息子にあたることもありまし

た。すると、息子は、言葉のかわりに自分が初めて覚えてほめられた『チューリップ』の歌を、一

生懸命聞かせようと歌うのです。私は涙が出そうになりました。『そんなに怒らないでよ。もっと

ぼくを優しい目で見てよ。ぼく、がんばるから』という目で見つめるのです。そんな時、ふと我に

返り反省させられ、息子と共に学ぶ中で、たくさんのことを教えられたような気がします。」 

  子供から学んだというこの親御さんの姿勢には、頭が下がる思いがします。おそらく、子供のペー

スを大切にしたい、自分に心のゆとりがほしい、自分の価値観を見直したい、そんな「まなび」がた

くさんあったのでしょう。 

  また、あるお母さんのお話です。 

「私は花が好きなので、娘といっしょによく花を見ます。花の名前を教えるのも大切かもしれないけ

ど、私は、『お花きれいだね』と言って、いっしょに花を見て感動するんです。娘が花を見て本当

に感動しているかは自信ありませんが、しだいに親の感動や喜びは伝わっていくと思うんです。」 

  このお話を聞いて、大江健三郎氏の話を思い出します。 

「私は父親と子供たちが同じ方向のヴェクトルを持てばいいと思います。親が子供に向かうというの

ではなくて、子供が親に向かうというのでもなくて、親と子供が同じ方向を見ればいいだろうと思

う。」（『家族のきずなの両義性』より） 

  おそらく、「子供と共に成長する」という「かたち」も、きっと様々あるのだと思います。花を見

る母と娘も、きっと同じ方向を見ている（いく）のでしょう。 

  私たちは、子供とのかかわり合いを振り返り、子供と共に成長する者であり続けたいと思います。 

（山形県言語障がい児教育研究会『ことばの教育』第２６号に私が書いた原稿から） 


